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本部 事業実績報告 

社会福祉法人やまとみらい福祉会は、法人開設以来 15 期を終えた。本法人は、社会福祉を標榜する組織とし

て、地域の福祉ニーズに応えるべく、不断の挑戦を重ねてきた。利用者、家族、職員、地域にとって望ましいサービ

スおよび支援の提供、ならびに法人としての適切な在り方を常に念頭に置き、事業運営に取り組んできたところで

ある。 

令和 7 年度においては、「人材の確保」「本人主体の援助とインフォームド・コーペレーション」「ガバナンスおよ

び事業目標管理の徹底」「情報公開と法令等の遵守」「公益的取組みの強化」の 5 項目を重点課題として設定

し、組織基盤の強化を中心に事業を推進した。 

 

① 人材の確保 

少子高齢化の進行に伴い、生産年齢人口が減少し、福祉分野における人材不足が一層深刻化する中、国が推 

進する「多様な就労・社会参加」の理念を踏まえ、外国人、高齢者、障害者を含む多様な人材の確保に努めた。ま

た、働き方の多様化に対応するため、就業規程等の見直しを柔軟に進め、誰もが働きやすい職場環境の整備に取

り組んだ。 

 

② 本人主体の援助とインフォームド・コーペレーション 

本人の意思決定を尊重した支援体制の構築を目的として、説明および合意形成のプロセスを重視し、利用者

と職員が協働できる環境づくりを推進した。とりわけ高齢者部門においては、管理栄養士および生活相談員を増

員し、多角的な視点から支援内容を検討できる体制を整備した。さらに、家族を交えたカンファレンスを再開し、本

人・家族・専門職が支援方針を共有・確認する機会を確保することで、より個別性の高い援助の実現に努めた。 

 

③ ガバナンスおよび事業目標管理の徹底 

組織運営の透明性および健全性を確保するため、例年実施している上長との職員面談および自己評価を半年

ごとに実施し、職員の業務状況や課題の把握に努めた。また、各拠点においては、月次で収支報告および事業進

捗報告を行い、経営状況と目標達成度を適切に管理した。これらの取り組みにより、組織全体として、計画的かつ

効率的な事業運営を推進する体制を維持した。 

 

④ 情報公開と法令等の遵守 

情報公開の推進に向け、ホームページ、SNS、広報誌等を活用し、事業内容や取り組み状況を積極的に発信し

た。これにより、利用者、家族、地域住民に対する説明責任を果たす体制の強化を図った。また、法令等の遵守を

徹底するため、契約書類および各種規程類の見直しを計画的に進め、内容の適正化と最新基準との整合を図っ

た。加えて、法務リスクの低減と契約業務の適正化・効率化を目的として、クラウド型法務支援サービスを導入した。

これにより、法務管理の効率化やリスクの早期把握が可能となり、コンプライアンス体制の一層の強化につながっ

た。 

 

⑤ 公益的取組みの強化 

地域福祉への参画を推進するため、地域包括支援センターをはじめとする関係機関との連携体制の維持に努

めた。また、同法人内の障害者就労継続支援事業所からの実習受入れを行い、障害者の社会参加機会の確保に
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寄与した。町内会との協働や認知症カフェの開催など、地域住民との交流は、今後さらに広げていくべき重要なテ

ーマとして位置づけているため、地域との関係性を再構築しつつ、公益的活動をより豊かなものとしていく取り組

みを継続していく。 

 

［社会福祉法人やまとみらい福祉会運営事業］ 

令和 7年度に実施した運営事業は、以下のとおりである。 

 

・第 1種社会福祉事業 

   特別養護老人ホーム抱優館八乙女(長期入所事業) 

   地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東(長期入所事業) 

 

・第 2種社会福祉事業 

   特別養護老人ホーム抱優館八乙女（（介護予防）短期入所生活介護事業） 

   地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東（（介護予防）短期入所生活介護事業） 

   ヘルパーステーション東雲（老人居宅介護等事業） 

   ホームヘルパーステーション東雲（居宅介護事業／障害者） 

   やまとみらい八乙女保育園（小規模保育事業） 

   やまとみらい南光台東保育園（認可保育園） 

   オルタ八乙女（障害福祉サービス／自立訓練（生活訓練）、就労移行支援、就労定着支援） 

   ワインフォレスト七ツ森（障害福祉サービス／就労継続支援〈B型〉） 

 

・公益事業 

   ケアプランセンター東雲（居宅介護支援事業） 

   サービス付き高齢者向け住宅東雲（サービス付き高齢者向け住宅） 

 

・収益事業 

   不動産賃貸業 

   太陽光発電による売電事業 

 

[各種外部研修・行政等主催研修参加状況] 

日時 研修名 参加者 主催 

7/15 
介護事業所・施設新任者＆担当者のため

の初めての会計 
本部職員 

一般社団法人 宮城県中小企業診

断協会介護福祉事業協会 

7/23 職域型年金委員向けオンライン研修 本部職員 日本年金機構 

10/6 雇用管理責任者講習 本部職員 
公益財団法人 

介護労働安定センター 

10/16 雇用管理責任者講習（総合コース） 本部職員 
公益財団法人 

介護労働安定センター 

11/14 介護事業所向け採用・人材活用セミナー 本部職員 仙台市 

12/4 外国人労働者を雇用した際の留意点 本部職員 宮城産業保健総合支援センター 
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特別養護老人ホーム抱優館八乙女 事業実績報告 

法人全体の重点方針を踏まえつつ、地域に根ざした福祉サービスの提供と、利用者一人ひとりの生活の質の

向上を目指し、各種取り組みを推進してきた。人材確保、サービスの質の向上、運営の安定化、地域との連携強化

など、多岐にわたる課題に対し、事業所として主体的に対応し、継続的な改善に努めてきたところである。 

 

① 人材確保に向けた取り組み 

人材確保に向けた取り組みとして、当初計画に掲げていた多様な人材の活用を進めた。具体的には、ミャンマ

ーから 1 名、インドネシアから 2 名の特定技能外国人を受け入れ、介護現場における人材の安定確保につなげ

ることができた。また、地域の元気な高齢者や障害者を介護助手として各ユニットに 1 名ずつ配置する体制を整

え、職員の業務負担軽減に一定の効果が見られた。 

さらに、職員のライフワークバランス向上を目的とした多様な働き方の導入を進め、柔軟かつ多元的な人材活

用の基盤整備を図った。これらの取り組みは、令和 8 年度に法人全体で掲げられている「生産性向上」の実現に

向けた重要な基盤となるものであり、引き続き、人材確保と業務効率化の両面から改善を進めていく。 

 

② 介護 DXの活用検討 

利用者・入居者の QOL 向上および職員の残業削減・心理的負担軽減を目的として、介護 DX の導入に向け

た検討を進めた。当初計画では小委員会を設置し、施設課題の整理と ICT 機器導入の検討を進める予定であ

ったが、令和 7 年度においては委員会設置には至らなかったものの、DX 導入に向けた基礎的な取り組みとして、

介護関連機器の展示会への参加や他施設の視察を行い、ICT 機器の活用事例や導入効果について情報収集

を進めた。これらの活動により、施設が抱える課題の一部が明確となり、令和 8年度に掲げられている「生産性向

上」に向けた DX推進の土台づくりとして、わずかながらも前進することができた。 

今後は、委員会設置を含めた組織的な検討体制の構築を進め、ICT 機器導入に向けた具体的な計画策定を

行う予定である。 

 

③ 安心・安全な食事の提供 

調理業務の自営化により、管理費の抑制とともに、利用者・入居者の食事に対する満足度が引き続き向上して

いる。残食も減少傾向にあり、提供する食事の質が改善されていることが確認できた。また、管理栄養士が 2名体

制となったことで、栄養管理に関する加算の取得が可能となり、より専門性の高い栄養ケアを実施できる体制が

整った。 

これにより、安心・安全で「楽しみになる給食」の提供という当初計画に沿った取り組みを着実に進めることが

でき、食事サービスの質の向上に寄与した。 

 

④ 新規入居者の受入れ体制と年間を通じた安定運営 

新規入居者の受入れ体制の強化に向け、生活相談員を 1名体制から 2名体制へ増員したことにより、長期入

居・短期入居の双方において稼働率の向上が見られた。担当を長期・短期で分けたことで、入居（サービス利用）

までの調整期間が大幅に短縮され、入居支援の迅速化に寄与したものと考えられる。 

また、担当分けによって情報共有が一層強化され、入居者の状況把握や関係機関との連絡調整がより円滑に

行えるようになった。これらの取り組みにより、年間を通じた安定した運営体制の構築に向けて、着実な前進が見
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られた。 

 

⑤ リピート利用者・新規利用者の増加に向けた取り組み 

利用者・家族との関係強化および施設の魅力向上を目的として、当初計画に掲げた取り組みを推進した。市内

の有名コーヒー店によるカフェイベントを月 1回のペースで継続的に実施し、入居者・利用者にとっての「楽しみ」

の創出に寄与した。また、施設全体およびユニット単位での行事実施を強化し、季節行事や外出支援、館内での

レクリエーションなど、多様な活動を提供することができた。 

さらに、法人全体の情報公開の取り組みと連動し、ホームページや広報誌を通じて家族へ日々の様子を発信し

たことで、施設の取り組みや利用者の生活の様子を適切に共有する体制が整った。いずれのユニットにおいても

外出支援や館内での楽しみの提供に取り組み、リピート利用者および新規利用者の増加に向けた基盤づくりに

一定の成果が得られた。 

 

 

 

令和７年度利用実績 

[長期入居利用実績] 全 80室 

 平均入居者 74.97名 稼働率 93.7％ 

月 平均利用者数 稼働率 月 平均利用者数 稼働率 

4月 72.3人 90.3％ 10月 76.3人 95.4％ 

5月 72.0人 90.0％ 11月 77.3人 96.7％ 

6月 74.2人 92.8％ 12月 74.9人 93.6％ 

7月 76.5人 95.7％ 1月 74.2人 92.7％ 

8月 75.0人 93.7％ 2月 74.9人 93.6％ 

9月 75.8人 94.8％ 3月 76.2人 95.3％ 

 

 

[ショートステイ利用実績] 全 20室 

平均月延べ利用者数 526.2名  稼働率 86.5％ 

月 延べ利用者数 稼働率 月 延べ利用者数 稼働率 

4月 525人 87.5％ 10月 563人 90.8％ 

5月 527人 85.5％ 11月 536人 89.3％ 

6月 468人 78.0％ 12月 534人 86.1％ 

7月 543人 87.6％ 1月 525人 84.7％ 

8月 549人 88.5％ 2月 479人 85.5％ 

9月 533人 88.8％ 3月 532人 85.8％ 
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抱優館八乙女各種委員会活動報告 

●リスクマネジメント委員会 

［構成メンバー］                                        

施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

［開催実績］ 

計 12回（毎月第 2火曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・ヒヤリハットを活用し、事故防止につなげていく 

・たくさんのヒヤリハットに気づき気づいたときは記録に残しましょう 

［法定研修］ 

第 1回 危険予知訓練、報告書の記録の仕方（7月実施） 

第 2回 誤嚥・窒息等の外傷の初期対応、吸引機の操作の確認（1月実施） 

［振り返り］ 

今年度は、ヒヤリハットについて、気づいた時点で速やかに記録に残すよう取り組んだ。 

また、委員会内で事例検討を共有することで、職員一人ひとりのリスクに対する意識向上につながったと考えら

れる。 

事故発生時には原因分析を実施し、その内容を職員間で共有することにより、事故防止にもつなげた。 

来年度は事故予防に向けた具体的な取り組みをさらに強化し、職員全体で安全意識を高めていけるよう努め

ていく。 

 

●感染症予防対策委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

［開催実績］ 

計 12回（毎月第 2木曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・委員会メンバーが仙台市の感染症や感染者数の動向についてタイムリーに情報を把握し、感染状況や実

態を身近に捉える 

・予告なしで各ユニットを訪問し、清潔セルフチェックを行い、異常や課題点を挙げて改善する（コロナが蔓

延した時期とも重なり、予定通りに実施できなかったユニットもあった） 

・救急箱の中身の見直しと補充を行う（各ユニットの救急箱を回収し、期限切れの物は破棄し、不足分につ

いては補充し、中身を統一して各所へ配布した） 

・コロナやインフルエンザなど感染症発生時の対応と実践、必要物品の確認 

［法定研修］ 

第 1回 食中毒予防研修（5月実施） 

第 2回 感染症対策について、感染症とは何か、スタンダード・プリコーションの実践（11月実施） 

［振り返り］ 

今年度は、施設内において職員および入居者様のコロナ感染が蔓延する状況となり、3ユニットからコロ
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ナ感染が多発した。日頃から手洗いや消毒など意識して行っているものの、適切なマスクの着用やスタンダ

ード・プリコーションの基本が適切に行えていなかったことも、感染拡大の要因といえる。 

有効的な感染対策の基本として、手洗い・適切なマスクの着用・換気を徹底し、今後も感染症から自分自

身を、身近な人を、社会を守るために、基本的な対策を一人ひとりが身につけ、時と場所に応じた感染対策

に努めていく。 

 

●身体拘束廃止・ケア向上委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第３木曜日） 

［本年度の取り組み］   

〇目標 

・身体拘束ゼロに努める 

・気持ちのよい挨拶で円滑なコミュニケーションを図る 

〇取り組み 

・身体拘束廃止マニュアルおよび接遇マナーの確認 

・各ユニットにおける身体拘束の状況の把握 

・グレーゾーンに関する事例検討の実施 

［法定研修］ 

第 1回 身体拘束の基本的な知識の確認（6月実施） 

第 2回 身体拘束の基本的な知識の再確認および事例検討の実施（12月実施） 

［振り返り］ 

今年度は目標として「身体拘束ゼロに努める」「気持ちのよい挨拶で円滑なコミュニケーションを図る」を掲げ、

取り組んだ。今年度も身体的な拘束は行うことなく終えているが、無意識のうちにスピーチロックを使用しているこ

とがあり、委員会の議題として繰り返し取り上げる必要があると考える。「気持ちのよい挨拶で円滑なコミュニケー

ションを図る」については、各階概ねできていたとの回答が多く、来年度はより円滑なコミュニケーションを図ること

で、よりよい支援につなげられるようにしていきたい。 

年 2回の法定研修では、身体拘束の基本的な知識を再確認し、事例検討を行うことで、様々な考え方を共有

することができた。 

同じ内容の繰り返しになる部分も多いが、今後も委員会を中心に「身体拘束ゼロ」「適切なケアの実施」を呼

びかけ、来年度はスピーチロックをひとつでも減らすことを目指したい。 

 

●虐待防止委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第４火曜日） 

［本年度の取り組み］   
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○目標 

・様々な角度からの視点で「虐待の芽」を摘む 

・入居者様・利用者様の尊厳・尊重を第一に考え、より良い環境を整える 

・コミュニケーションを大切にし、他職種も含め気軽に話し合える環境づくり 

○取り組み 

・各フロアからグレーゾーン等の確認を行い、委員会で共有し対応する 

・声掛けの確認と基本的な支援の確認を行う 

［法定研修］ 

第 1回 虐待の定義や種類、気づき方、そして防ぐために日常でできること（8月実施） 

第 2回 入居者・利用者様への声掛け、支援についての確認（3月実施） 

［振り返り］ 

今年度は虐待の定義や声掛け等の基本的なことについて、改めて職員に確認できるよう研修を実

施した。声掛けは介護の質を大きく左右する大切なコミュニケーションであり、一つ間違えば虐待

にもつながる。逆に、職員の声掛けが利用者様の安心と笑顔につながり、利用者様、ご家族、そし

て職員間の信頼にもつながる。 

今後も委員会のメンバーを中心に施設全体へ発信し、支援と声掛けの質を高めていけるようにし

ていきたい。 

 

●栄養管理委員会 

［構成メンバー］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員、 

厨房栄養士 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第４木曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・毎月の行事食の立案、実施および反省 

・衛生管理、食中毒情報、入居者の手洗い状況についての確認 

・配膳および介助方法について 

・水分補給についての検討 

・栄養補助食品の試食および導入の検討 

・仙台市における食品事故事例から施設での留意点の確認 

・嗜好調査の実施と振り返り、厨房へのフィードバック 

［振り返り］ 

厨房直営化から 2年が経ち、経営も安定している。また、委員会内で検討した課題についてもタイムリーにフィ

ードバックできており、有意な検討や課題解決ができたと実感している。 

前年度実施できなかった栄養補助食品の試食も年度初めに実施でき、その後、一部ハーフ食に取り入れること

ができた。実際に味やテクスチャーを確認してから入居者様・利用者様に提供することがいかに大切かを、委員会

で共有できたと思う。 

また、今年度は県内での食中毒事故や食品事故について、その月の委員会で周知することができ、食品衛生
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への意識づけが迅速に行えた。委員からユニットへ周知や啓発活動を行い、食中毒予防の意識をより高く持てる

よう重点的に活動した。来年度以降にもつなげ、感染予防委員会とも協働し、事故防止に努めたい。 

毎月 1回以上実施した行事食はおおむね好評であったが、委員会で出た反省点については次年度の参考と

し、さらに利用者様に喜ばれる行事食としていきたい。 

今年度もコロナ感染があったが、年間を通して安定した委員会活動ができた。前年度より活発な意見が出るこ

とも多く、様々な角度から検討し解決できていた。来年度も喫食者の声がタイムリーに届く委員会としていきたい。 

 

●排泄・褥瘡予防委員会 

［構成メンバー］ 

 施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第３火曜日）※４月はオムツの当て方の基礎研修を実施 

［本年度の取り組み］ 

・オムツの当て方の基礎研修 

・毎月の現場ラウンドの実施 

・毎月の褥瘡・皮膚トラブルの状況報告と、解決策の検討および実施 

［振り返り］ 

前年度は勉強会をメインに排泄・褥瘡ケアへの知識向上に取り組んだが、今年度は委員会内での話合いや共

有を多く行った。メーカーを介して専門的な視点を養うことはできたように思うが、認識のずれやケア意識の低下

が起きていた印象である。皮膚トラブルを招かない、悪化させないための早期発見・早期対応への意識について

は定着していると感じた。しかし、最終段階ではスキントラブルを抱える方が全体で 20名という結果が出た。比率

としては高いと捉え、今後ユニットで皮膚トラブル予防や改善に向けた取り組みについて意識を持って取り組める

よう働きかけていきたい。また、医療面から介護側の疾患や皮膚状態の観察への意識が低い面について指摘が

あった。日々のケアが大切となるため、経過を把握し、改善につながるケアを日々丁寧に行っていけるよう意識の向

上も図りたい。 

そのために、処置対応の際は看護職員に同行し、経過を観察できるようにするなど、介護職員の行動も変化さ

せていきたい。メーカーの現場ラウンドは、介護員のレベル把握や気付かなかった点への指摘などもあり、レベルア

ップのためには良い取り組みと感じた。引き続き来年度も取り組んでいく。来年度は、引き続き全体のケアの向上、

個々のケアのレベルアップに向けて委員と協力し取り組んでいきたいと考える。また、ケアの考え方やあり方、尿路

感染症予防の勉強会を計画し取り組んでいく予定である。 

 

●行事企画・広報委員会 

［構成メンバー］ 

施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員、 

支援員、総務職員 

［開催実績］ 

 計 11回（毎月第 1木曜日） 2月についてはコロナ感染拡大防止のため中止 

［本年度の取り組み］ 

 ・七夕飾り（7月）  ・敬老会（9月）  秋祭り、焼き芋大会（10月）  クリスマス会（12月） 
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 ・餅つき大会（1月） ・ひな祭り行事（3月）  ・ニュースレターの発行（9月、3月） 

［振り返り］ 

行事運営に関する取り組みとして、今年度は気候変動による猛暑の影響を踏まえ、毎年恒例であった納涼祭の

開催を中止した。これは、入居者・利用者および職員の熱中症リスクを軽減するための判断であり、安全確保を最

優先とした対応である。一方で、季節行事の機会を確保するため、代替として秋祭りの開催や焼き芋大会の実施

を行い、季節感のある余暇活動の提供に努めた。 

また、今年度は委員長を設置せず、行事ごとに主担当者を配置する方式へと変更した。これにより、委員会メン

バーのみならず、ユニット職員も積極的に行事運営に参画する体制が整い、組織全体で行事を支える仕組みづく

りが進んだ。行事の企画・準備・実施において多職種が関わることで、情報共有が促進され、入居者・利用者の状

態に応じた柔軟な対応が可能となった。 

介護保険法の指定基準においては、入居者の心身の状況に応じた余暇活動の提供が求められているが、今年

度の取り組みはこの基準に沿ったものであり、外出支援や館内でのレクリエーションを通じて、入居者の生活の質

の向上に寄与した。いずれのユニットにおいても楽しみの提供が実施され、年間を通じた余暇活動の充実に向け

て着実な成果が得られた。 

 

●防災対策・安全衛生委員会報告書 

［構成メンバー］ 

  施設長、介護支援係長、生活相談員、介護支援専門員、管理栄養士、機能訓練指導員、看護師、介護職員、  

総務職員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第１火曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・緊急連絡網訓練の実施（5月） 

・避難訓練（自主訓練）の実施（１０月、３月） 

・炊き出し訓練の実施（１月） 

・施設内の 4Sチェックの実施（奇数月） 

［振り返り］ 

今年度は初めて安全衛生委員会として健康づくり研修を実施することができて良かった。できれば安全衛生と

しての研修も年に 1回実施できるようにしたい。4Sチェックを行うことで、冬場の湿度に気を付けることが習慣化

されたと思う。ただし、機械の掃除等までは行えていないユニットもあった。カビの繁殖等も考えられるため、今後

はしっかりと掃除まで行ってもらえるようにしていく。 

年 1回の救急連絡網を使用した訓練・炊き出し訓練については、今後も継続し、実際の緊急時に職員が対応

できるようにしていく。救急連絡網の訓練では LINEの使用等も話に出ており、今後は電話以外の方法で連絡を

取ることが主流となる可能性がある。その際にどのように連絡を取るのか、委員会内での検討が必要である。 

年 2回の避難訓練は、今後もコロナ等がなければ実施していく。今回初めて 1階での火災を想定し訓練を行

ったが、時間が空いてしまうと動きが分からなくなるため、宿直や職員が慣れるまで、何度か継続して訓練を行う

必要がある。 
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[各種外部研修・行政等主催研修参加状況]  

日時 研修名 参加者 主催 

6/13 労働者のためのショートセミナー 事務員 宮城産業保健総合支援センター 

7/2 労働者のためのショートセミナー  事務員 宮城産業保健総合支援センター 

7/3 給食施設従事者講習会 管理栄養士 仙台市保健所泉支部 

7/16 現場で遭遇しそうなトラブルセミナー 介護員 東北大学クリになるスキルラボ 

8/1 生活相談員研修・譲歩交換会 生活相談員 仙台市老人福祉施設協議会 

9/10 職場における健康増進活動 事務員 宮城産業保健総合支援センター 

9/16 
介護現場における利用者・家族のカスタ

マーハラスメント対策 

施設長 

介護支援専門員 

介護員 

一般社団法人宮城県中小企業

診断協会 介護福祉事業協会 

11/12 雇用管理責任者講習 
生活相談員 

介護支援専門員 

公益財団法人介護労働安定セン

ター 

11/13 
仙台市泉支部防災訓練 

（災害 BCP訓練） 

介護員 

生活相談員 

仙台市老人福祉施設協議会泉

支部 

11/18 派遣再事業所向けセミナー 事務員 宮城労働局 

1/23 給食施設事例発表研修会 管理栄養士 仙台市保健所泉支部 

1/30 福祉避難所開設研修（実働編） 
事務員 

生活相談員 
仙台市老人福祉施設協議会 

2/7 アセスメント研修会 介護支援専門員 宮城県ケアマネージャー協会 

2/10 リーダーのための労務管理研修 事業所長 エイデル研究所 

10/12～

12/13 
介護の日本語学習等支援等事業 介護員 

公益財団法人 日本介護福祉士

会 

9/11、12/17 成年後見制度について 生活相談員 仙台市成年後見総合センター 

1/16、1/30 
介護福祉士養成施設実習指導者講習

会 
介護員 

一般社団法人宮城県介護福祉

士会 

3/6 
福祉未来創志科介護実習報告会及び

介護実習支援システム導入説明会 

介護支援係長 

介護員 
仙台大学付属明成高等学校 
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内部研修報告 
開催日 研修名 内容 

4/1～22 新入職員研修 

ビジネスマナー、就業規則、食中毒予防、認知症ケア、身体

拘束について、高齢者の疾患について、感染症対策、ユニ

ットケアの考え方、リスクマネジメントについて等 

5/8、5/14 感染症予防対策研修① 食中毒予防、衛生管理 

6/11、6/19 身体拘束廃止研修① 身体拘束廃止に向けての取り組み 

7/8、7/24 リスクマネジメント研修① 危険予知訓練、報告書の記録の仕方 

8/18、8/22、8/26 虐待防止・ケア向上研修① 虐待の定義や種類の確認 

9/24 看取り研修 施設での看取りとは（高木医師講師） 

11/13、11/19、

11/28 
感染予防対策研修②  福祉施設における感染対策（ガウンテクニック等） 

12/15、12/18 身体拘束廃止研修② 事例検討（リスクの軽減・回避） 

1/21、1/23 救命救急講習会 人型模型を使用した救命救急 

1/13、1/28 リスクマネジメント研修② 誤嚥・窒息・頭部外傷の初期対応、吸引機の操作確認 

２/18 

災害及び感染症に係る業務

継続計画（BCP）に関する

研修 

災害 BCP、感染症 BCPに関する理解及び発生時におけ

る各職種の役割と初動対応の確認 

3/5、3/12 虐待防止・ケア向上研修② 利用者への声掛け・対応について 
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地域密着型特別養護老人ホーム抱優館南光台東 事業実績報告 

令和 7 年度は、「人材確保に向けた取り組み」「安心・安全な食事の継続的な提供」「新規入居者の受け入れ

体制と年間を通じた安定運営」「リピート利用者の増加を図る取り組み」の 4 つを重点項目として、業務執行に

努めた。 

 

① 人材確保に向けた取り組み 

少子高齢化の進行に伴う労働力人口の減少と、他産業との賃金格差の影響により、介護職の採用は困難を極

める状況であるが、前年度下旬から紹介会社を活用した採用を進め、4 名の介護職員を採用した。派遣職員 1

名の直接雇用への転換もあり、人件費率、特に派遣比率は大幅に低減させることができた。 

派遣職員の時給が年々上昇傾向にあることから、今後も直接雇用職員の採用を進め、人件費率を適正な数値

で維持することが命題と考える。SNS 等を通じた情報発信を含めた採用ルートの拡充など、紹介会社に頼りすぎ

ない採用手段についても検討し、採用コストの圧縮を図る必要があると考える。 

また、現任職員の育成や、働きがいを感じられる職場環境の整備、次世代の育成にも併せて取り組むことで、人

材の定着化を図っていくことが今後の課題と考える。 

 

② 安心・安全な食事の継続的な提供 

食材費の高騰が止まらないなかで、価格交渉や仕入先変更を繰り返し、かつ質を落とさずに「おいしい」と感じ

ていただける食事を提供するという難しい課題に向き合いながら、試行錯誤を繰り返した 1年であった。 

現メニューの改善、新規メニューの開拓を含め、食べやすく、かつおいしく、バランス良く、かつ必要な栄養が摂

れるようにと、管理栄養士と調理員の間で検討を重ねたことで、提供した食事については概ね良い評価を得るこ

とができたと感じている。 

令和 8 年度は国が定める食費基準額の見直しが控えているため、施設としても適正な価格に食費額を見直し、

今後も安心・安全な食事の提供に努めていきたいと考える。 

 

③ 新規入居者の受け入れ体制と年間を通じた安定運営 

長期入居は年間目標稼働率 95％に対して、98.6％（利用率 97.5％）であった。開設以降、最少数だった入

退去者数（退去者・入居者ともに 3 名）は、今年度の高稼働の一番の要因であったと考える。また、入院による空

室が少なかったことが利用率を高める要因となり、かつ、発生した空室の半分強（57.8％）を空床利用で活用し

たことが、ショートステイの稼働率を高める一因になったと思われる。 

ただし、平均年齢は年々上昇し、平均介護度も上昇してきている点を考えると、次年度は退去者数が増加するこ

とが予測されるため、より一層スムーズな入居調整が求められる。 

 

④ リピート利用者の増加を図る取り組み 

ショートステイは年間目標稼働率 90％に対して、93.7％であった。昨年・一昨年に比べると数値は下がってい

るが、ショートステイ単体として見ると空室日数は 41 日減少し、稼働率も昨年度より 1.1％上昇している。ショート

ステイ単体の稼働率としても 91.2％と目標値を達成できた状況であった。 

上記より、前年よりもショートステイの 10室を有効に活用できた状況であったことが見て取れる。 

ロング利用者の確保と併せて、リピーターに継続して利用していただけるだけの質の高いケアの提供が良い評
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判となり、実を結んだ結果が数値にも反映されたと考える。 

 

 

令和 7度利用実績 

[長期入居利用実績] 全 29室 

 平均入居者 28.6名 稼働率 98.6％ 

月 平均利用者数 稼働率 月 平均利用者数 稼働率 

4月 28.8名 99.3％ 10月 28.9名 99.7％ 

5月 29.0名 100.0％ 11月 28.0名 96.6％ 

6月 29.0名 100.0％ 12月 28.7名 98.9％ 

7月 28.3名 97.4％ 1月 28.9名 99.8％ 

8月 28.5名 98.4％ 2月 28.0名 96.6％ 

9月 29.0名 100.0％ 3月 28.0名 96.6％ 

 

 

[ショートステイ利用実績] 全１0室 

平均月延べ利用者数 284.8名  稼働率 93.7％ 

月 延べ利用者数 稼働率 月 延べ利用者数 稼働率 

4月 254名 84.7％ 10月 288名 92.9％ 

5月 281名 90.6％ 11月 287名 95.7％ 

6月 271名 90.3％ 12月 286名 92.3％ 

7月 285名 91.9％ 1月 277名 89.4％ 

8月 292名 94.2％ 2月 289名 103.2％ 

9月 289名 96.3％ 3月 319名 102.9％ 

 

 

 

 

抱優館南光台東各種委員会活動報告 

●リスクマネジメント委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員 

[開催実績] 

計 13回（第 3木曜日 4、5、6、7、8、9、10、12、1、2、3月 / 臨時開催 7、1月） 

［本年度の取り組み］ 

・直近の事故の確認および集計 

・事故内容の共有と予防策の検討 

・再発防止策の効果の確認 

・離床センサー設定状況の確認 

・車椅子用フットレスト収納ボックスの設置状況の確認 
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・ユニット共有部の点検の月例化 

・居室環境、福祉用具などの個別点検の導入および実施 

・福祉用具の不具合時の点検依頼（ベッド、入浴機器など） 

・事故件数、ヒヤリハット件数の集計 

［法定研修］ 

第 1回 介護事故発生時の対応について 

第 2回 介護事故と再発防止について 

［振り返り］ 

業務の都合により 11月は開催できなかったが、それ以外の月は開催できた。各ユニットにおける事故発生の

状況や課題、介護事故予防のための取り組み状況について確認し、委員会内で出された意見を各ユニットへ持

ち帰り、検討する体制を整えることができた。 

また、骨折事故の発生に伴い、7月および 11月に臨時で委員会を開催し、事故発生の経過確認、原因の検

証、再発防止策の検討を行った。 

新たな取り組みとして、ユニット共有部の点検を従来の半年に 1回から毎月実施へと変更した。点検表を作成

し、点検箇所の標準化を図るとともに、居室環境（福祉用具を含む）の点検表も作成し、居室担当者が毎月点検

を実施する体制とした。 

年度内の事故報告件数は 213 件で、前年度と同数であった。主な重大事故としては、転倒による骨折が 2 件、

餅つき行事時の負荷による腰椎圧迫骨折が 1件、窒息事故が 1件発生した。全体の傾向としては、内出血、表

皮剥離、切創などの軽微な外傷を含む事故が 55.6％と最も多かった。次いで、本来防止可能と考えられる投薬

支援に関する誤薬、飲ませ忘れ、落薬発見の事故が 11.7％であり、課題の残る結果となった。その他、移動時の

転倒・尻もちが 8.8％、車椅子やベッド等からのずり落ち・転落が 8.3％と続いた。 

ヒヤリハット報告は年間 65件で、昨年と同数であった。今後も職員一人ひとりが事故を未然に防ぐ意識を持

ち、各自が把握した危険要因を共有し、必要な対策を講じていけるよう、委員会として継続して発信していく。 

 

●感染予防対策委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員 

［開催実績］ 

 計４回（４、７、1０、３月 第２火曜日）  

［本年度の取り組み］ 

・宮城県感染週報を基に、県内の感染症の発生・蔓延状況を共有 

・消毒液の種類と特徴、使用方法についての再確認 

・洗浄ボトルの取り扱いおよび消毒方法の再確認 

・感染対策物品の在庫確認および発注 

・感染ラウンドチェックの定期実施 

［法定研修］ 

 感染症予防及び蔓延防止に関する研修及び訓練 

 研修「食中毒予防研修」（5月実施） 

訓練「吐物処理の実践」（3月実施） 



                                         

16 

感染症に係る業務継続計画（BCP）に関する研修及び訓練 

研修「初動机上訓練（ゾーニングについて）」（3月実施） 

  訓練「初動実動訓練（ゾーニング、隔離物品の設置について）」（3月実施） 

［振り返り］ 

当年は 4月に職員 2名がコロナウイルスに罹患し、8月から 9月にかけては利用者 4名、職員 4名が罹患し

た状況であった。インフルエンザについては職員 3名が罹患した状況であった。前年のようにクラスター化、長期

化することはなく、8月から 9月にかけて館内で行った隔離措置も 2週間程度で解除することができた。 

過去に何度か館内で感染症が発生し、その対応を繰り返してきた経験が蓄積されたことにより、少なからず有

事の対応に慣れ、慌てずに対応することができたこと、防護具等を適切に扱えるようになってきたことが要因の一

つと思われる。 

ただし、新たに入職した職員や対応に不慣れな職員がいるため、継続して啓発活動を行う必要があり、特に初

動の動きについては繰り返し訓練を行うことで感染拡大を防げるよう努める必要があると考える。また、平時の感

染対策として、手洗い、手指消毒、テーブル等の消毒作業、換気等が適切に行えているかについても確認していく

必要があると考える。 

 

●身体拘束・虐待防止・ケア向上委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員 

［開催実績］ 

 計６回（４、６、８、１０、１２、２月 第３火曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・令和 6年度から義務化された高齢者虐待防止の推進（虐待防止に係る措置）と身体的拘束等の廃止（適正化）

の内容について、委員会内で再共有 

・委員会の持ち方、研修の持ち方、会議録のまとめ方についての確認 

・令和 7年度の集団指導、運営指導の指摘事項の内容、身体拘束廃止未実施減算の適用事例についての情報

共有 

・虐待には至らないが疑わしい事例（グレーゾーン）の洗い出し 

・不適切なケアを防ぐため、介護保険制度の原理原則、介護保険の三本柱についての再確認 

・身体拘束、虐待と結びつけて、「普通の暮らし」「当たり前の暮らし」「正常性バイアス」について確認 

［法定研修］ 

身体拘束廃止 

第 1回「虐待・身体拘束防止の考え方を学ぶ」（7月実施） 

第 2回「身体拘束防止の基礎・身体拘束応用編」（1月実施） 

虐待防止 

第 1回「プライバシー保護の取り組み」（7月実施） 

第 2回「虐待～専門職として知っておきたい視点・虐待が起きない職場環境について」（1月実施） 

［振り返り］ 

令和 6年度の制度改定に伴い、身体拘束廃止・虐待防止ともに研修回数が増えたため、昨年に続き委員会の

開催頻度を 2 ヶ月ごととして実施した。研修に関しては昨年同様、担当の割り振りを行い、日頃の支援の中で気
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になった事柄を題材として実施したが、新たに委員会メンバーとなった職員には指導が行き届かず、担当を任せる

までには至らなかった。 

各研修の受講率は 89～97％程度と比較的高い受講率であり、「学びを得た」「改めて考える機会になった」と

いった意見を多く得られたが、実践の中で生かすという意味では不十分な場面があるように感じている。学んだこ

とを実践の場の出来事と結び付けて考えることができるよう、研修を通じて繰り返し訴えかけていく必要があると

感じている。 

 

●栄養管理委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員、調理員 

［開催実績］ 

 計１２回（毎月第１木曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・献立内容をもとに各ユニットの喫食状況を確認し、反省点や改善点等について意見交換を実施 

・行事食の提供 

  春のお花見お弁当、母の日、父の日、土用の丑の日、精進料理、秋祭り（芋煮会／サンマの炭火焼き）、 

敬老祝い膳、厨房イベント（デザートバイキング）、冬至かぼちゃ、クリスマス行事食、年越しそば、おせち料理、 

餅つき（おしるこ）、七草粥、節分、バレンタインデー、ひな祭りなど 

・ユニット内の衛生管理について（食中毒予防、中心温度管理、食前・食後のユニット内の対応等） 

・嚥下調整食、とろみの使用方法の確認 

・水分補給強化について 通年を通して、イオンドリンク、水分補給用ゼリーの準備・活用 

・ソフト食を充実させるための取り組み。常食とソフト食の使用食材について、日々の献立より検討 

［振り返り］ 

昨年度に引き続き、「ソフト食」の形態を安定させ、安全な食事の提供を念頭に検討を重ねてきた。今後は、全

厨房職員へ硬さや嚥下調整食の認識の統一を図り、さらに自信をもって提供できるよう努力していきたい。また、

併せてユニット職員へも、食事の加熱方法など提供の仕方について周知し、美味しく召し上がっていただくための

配慮についても徹底していきたい。 

献立内容に関しては、新しい献立を定期的に取り入れ、サイクル化にならないよう献立作成を行っている。価格

高騰の影響を受け、生鮮食品の使用を断念せざるを得ない状況にもなったが、随時食材の入れ替えや献立変更

を行うことで、美味しくバラエティ豊かな料理を提供できるよう工夫を行ってきた。ほとんどの食品で値上げが行わ

れている状況ではあるが、「だしの味」など直営化当初よりこだわり、4年経過した今も変えずにいる部分は今後

も継続していけるよう尽力していく。既製品だった料理も少しずつ以前の手作り献立へ移行中であり、日々「美味

しい」と声が聞こえるような料理の提供を心掛ける。また、利用者様にとって「最期の食事」になる可能性があるこ

とを常に頭に置きながら業務に当たる。 

ユニット職員へも、生きるためには「食事が基本」であることを理解していただけるよう、支援の中でも食事の優

先度は高いことを改めて周知し、食事の大切さを意識付けしていきたい。 

 

●排泄・褥瘡予防委員会 

［構成メンバ－］ 
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施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、機能訓練指導員、介護職員 

［開催実績］ 

 計 9回（4、5、6、7、10、11、12、1，3月 第４木曜日） 

   研修：5、9月（計 2回） 

［本年度の取り組み］ 

・5/29 メーカーによる排泄ケア研修「おむつの選び方と正しい使用方法について」実施 

・9/30 褥瘡予防研修「褥瘡予防のためのスキンケアとポジショニング」実施 

・毎月のオムツ使用統計と排泄支援表を参考に、尿量測定や適切なパッドの使用方法を見直し 

・排泄支援表の更新徹底および報告 

・皮膚状態の報告：トラブルの原因考察と早期発見、保湿の徹底 

・褥瘡の予防：初期発見、クッション等による除圧、昼夜の体位変換、ポジショニングの検討 

・ブレーデンスケールの個別評価により、褥瘡発生高リスク者を把握 

［振り返り］ 

パッドの選定に当たり、前年度より尿量測定を行い、また排泄支援表をこまめに更新したことで、使用枚数が排

泄支援表と概ね一致しており、適正な使用となっていた。1人当たりの 1 ヶ月のパッド費用も、前年度は 5,314

円だったのに対し、今年度は 4,889円となった。全体の費用としては 1年分で 20万円の減となり、委員を中心

とした働きかけや検討・実施の結果が表れたものと思われる。 

入居者の身体状況は変化していくため、状態に合ったパッドの選定を今後も継続していきたい。 

褥瘡については、1年以上皮膚科受診と処置を継続してきた右下腿の褥瘡が 3月に治癒し、受診終了となっ

た。また、その他の入居者では、一時的に体調不良により臥床時間が増えた方に踵部の発赤が発生し、褥瘡初期

の段階にあったが、約 2週間で治癒し、その他の発生者はいなかった。 

今年度も「褥瘡を作らない」という予防を目標として掲げていたが、普段のケアでは見つけにくい部位に発生し

てしまい、予防・早期発見ができなかったことは大いに反省すべき点である。 

基本的な内容ではあるが、日々のケアにおいて非常に重要な研修を 2回実施することができた。参加人数が

少ない回もあったが、参加した職員が日頃のケアの中で他の職員へ伝えていってもらうことを期待したい。 

今年度、達成できた点、課題として残った点を踏まえ、来年度はより良い結果が出るよう取り組んでいきたい。 

 

●行事企画・広報委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員、総務職員 

［開催実績］ 

計１２回（毎月第１月曜日） 

［本年度の取り組み］   

・4月 お花見ドライブ（ユニット毎）         ・5月 母父の日イベント（ユニット毎） 

・6月 ユニットイベント                   ・7月 天ざる蕎麦の日(全体)   

・8月 夏祭り(コロナ感染症発生のため、ユニット毎の開催)  ・9月 敬老会（全体） 

・10月 芋煮会・さんま（全体）             ・11月 厨房イベント（全体） 

・12月 クリスマス会・忘年会（ユニット毎）   ・1月 餅つき (全体) 

  ・2月 節分 (全体)                      ・3月 ひな祭り（ユニット毎） 
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［振り返り］ 

毎年恒例の全体イベントを継続して開催したほか、年間予算を 4 万円とし、ユニットごとの計画によるイベント

を実施した。結果として予算額は適正であり、ユニットごとのイベントも充実して実施できていた印象であった。 

来年度は外出等のイベントを増やせるよう、ユニットごとに計画を立てていくこととする。 

 

●防災対策委員会 

［構成メンバ－］ 

施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護師、管理栄養士、介護職員、総務職員 

［開催実績］ 

計 6回（4、6、8、10、12、2月 第３火曜日） 

［本年度の取り組み］ 

・消防・防災訓練の実施 

 総合訓練 6月実施 

 自主避難訓練 1月実施 

・BCP（業務継続計画）の研修・訓練 

  BCP研修「非常時災害に関する研修 地震から命を守る」 9月実施 

  BCP机上訓練「地震発生時アクションカード 初動対応編」の読み合わせおよび修正 3月実施 

・災害等緊急連絡用（職員用）の LINEオープンチャット作成 

・119通報メモの作成 

・レスキューシートの配布 

・ヘルメット、懐中電灯、ランタンの購入 

［振り返り］ 

1回目の消防訓練では、宿直職員 1名も避難訓練に参加した。通報訓練も予定していたが、事前の計画（フロ

ーチャート）と異なる流れとなったため実施できず、次年度に実施したいと考えている。 

BCPについては、「地震発生時アクションカード 初動対応編」の書類を作成中である。大規模災害時の部署ご

との初動対応を可視化し、緊急時にも冷静に対処できることを目的としており、3月実施の BCP机上訓練にて読

み合わせおよび修正を実施した。修正・確認後に各部署へ使用方法について説明の上、配布する予定である。 

職員間の緊急連絡については、LINEグループではなく LINEオープンチャットを利用している。ほぼ全職員が

登録しており、地震発生時などに活用している。 

毎年のように大きな地震が発生しており、緊急時の備えの重要性を感じている。緊急時の対応については BCP

を中心に整備を進めているが、職員への周知が不十分であるため、今後情報共有に努めたい。 
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ヘルパーステーション東雲（訪問介護、介護予防・日常生活支援総合事業）事業実績報告 

本年度は、新規対応を行うも、施設入所や長期入院が続き、利用件数・収入ともに伸び悩む状況から

のスタートとなった。介護報酬単価の据え置きや、最低賃金の改定による人件費の増加もあり、事業所

としても雇用形態の見直しや人員配置、並びに介護保険外サービスへの対応と適正な利用料金の設定と

いった課題が浮き彫りとなった。 

次年度は、事業所管理者・サービス提供責任者の退職に伴い、新しい人員体制でのスタートとなる。

日々の勤務体制を再構築し、上位加算の算定準備も進めている。随時空き状況を整理し関係機関への情

報発信を行い、新規利用者の獲得による事業収入の安定化を目指す。引き続き感染症対策を実施しなが

ら、利用者が安心・安全に自立した生活を営むことができるよう、多様なニーズへの迅速な対応に向け、

関係機関と連携を図り、サービスの提案・提供を行っていく。 

 

令和７年度利用実績  

訪問介護                ※（）内は、サービス付き高齢者向け住宅東雲入居者 

 要介護 1 2 3 4 5 合計 

４月 
11名 

（10名） 

4名 

（2名） 

3名 

（3名） 

1名 

（1名） 

0名 

（0名） 

19名 

（16名） 

５月 
10名 

（8名） 

4名 

（2名） 

3名 

（3名） 

1名 

（1名） 

0名 

（0名） 

18名 

（14名） 

６月 
10名 

（8名） 

4名 

（2名） 

4名 

（4名） 

1名 

（1名） 

0名 

（0名） 

19名 

（15名） 

 ７月 
10名 

（9名） 

4名 

（2名） 

3名 

（3名） 

1名 

（1名） 

0名 

（0名） 

18名 

（16名） 

 ８月 
11名 

（10名） 

4名 

（2名） 

3名 

（2名） 

1名 

（1名） 

0名 

（0名） 

19名 

（15名） 

 ９月 
10名 

（9名） 

4名 

（2名） 

2名 

（2名） 

1名 

（1名） 

0名 

（0名） 

17名 

（14名） 

１０月 
7名 

（6名） 

6名 

（4名） 

2名 

（2名） 

2名 

（2名） 

0名 

（0名） 

17名 

（14名） 

１１月 
7名 

（6名） 

5名 

（3名） 

2名 

（2名） 

1名 

（1名） 

0名 

（0名） 

15名 

（12名） 

１２月 
7名 

（6名） 

5名 

（3名） 

3名 

（3名） 

1名 

（1名） 

0名 

（0名） 

16名 

（13名） 

 １月 
6名 

（5名） 

3名 

（2名） 

6名 

（6名） 

2名 

（2名） 

1名 

（1名） 

18名 

（16名） 

２月 
7名 

（4名） 

4名 

（2名） 

4名 

（4名） 

2名 

（2名） 

0名 

（0名） 

17名 

（12名） 

３月 
6名 

（4名） 

4名 

（2名） 

3名 

（3名） 

2名 

（2名） 

0名 

（0名） 

15名 

（11名） 

年間延人数 17.3名 月平均 17.3名 平均介護度 1.8 
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介護予防・日常生活支援総合事業       ※（）内は、サービス付き高齢者向け住宅東雲入居者 

 事業対象者 要支援１ 要支援 2 合計 

 ４月 3名（1名） 8名（2名） 8名（2名） 19名（5名） 

 ５月 3名（1名） 8名（2名） 8名（2名） 19名（5名） 

 ６月 4名（2名） 9名（2名） 8名（2名） 21名（6名） 

 ７月 4名（2名） 7名（3名） 8名（2名） 19名（7名） 

 ８月 4名（2名） 7名（3名） 9名（3名） 20名（8名） 

 ９月 4名（2名） 7名（3名） 8名（3名） 19名（8名） 

１０月 4名（2名） 7名（3名） 9名（4名） 20名（9名） 

１１月 3名（2名） 8名（3名） 9名（4名） 20名（9名） 

１２月 2名（2名） 12名（4名） 9名（4名） 23名（10名） 

 １月 1名（1名） 14名（4名） 9名（4名） 24名（9名） 

 ２月 1名（1名） 14名（5名） 8名（4名） 23名（10名） 

 ３月 1名（1名） 14名（5名） 8名（4名） 23名（10名） 

年間延人数 232名  月平均 19.3名 

 

 

サービス提供割合 

訪問介護 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

身体介護 456回 80.4％ 451回 80.4％ 463回 81.2％ 507回 81.8％ 528回 83.0％ 488回 84.3％ 

身体生活 30回 5.3％ 31回 5.5％ 30回 5.3％ 39回 6.3％ 49回 7.7％ 30回 5.2％ 

生活援助 81回 14.3％ 79回 14.1％ 77回 13.5％ 74回 11.9％ 59回 9.3％ 61回 10.2％ 

乗降介助   0回    0％ 0回 0％ 0回 0％  0 回   0％  0 回  0 ％  0 回   0％ 

合  計 567回 561回 570回 620回 636回 579回 

 

 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

身体介護 463回 83.1％ 448回 84.2％ 482回 85.8％ 357回 87.5％ 439回 88.3％ 405回 84.7％ 

身体生活 27回 4.8％ 24回 4.5％ 18回 3.2％ 12回 2.9％ 12回 2.4％ 12回 2.5％ 

生活援助 67回 12.0％ 60回 11.3％ 62回 11.0％ 39回 9.6％ 46回 9.3％ 61回 12.8％ 

乗降介助   0回    0％  0 回   0％  0 回   0％  0 回 0 ％  0 回   0％  0 回   0％ 

合  計 557回 532回 562回 408回 497回 478回 

 年間訪問回数   6,567回  内訳）身体介護      5,487回   身体生活   314回 

生活援助         766回     乗降介助    0回  

平均訪問回数   547.3回   内訳）身体介護   457.3回   身体生活  26.2回 

生活援助       63.8回   乗降介助      0回 
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日常生活支援総合事業 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

総合事業 113回 115回 112回 118回 120回 116回 119回 115回 120回 105回 130回 142回 

 年間訪問回数 1,425回  月平均訪問回数 118.8回 

 

 

内部研修報告 

開催日 研修内容 

4/16 訪問介護における生活援助 

5/14 業務継続計画 BCP（机上訓練） 

6/25 緊急時対応 

7/16 接遇・マナー 

8/20 法令順守 

9/10 高齢者虐待・身体拘束 

10/15 資金収支状況・事業所内課題分析／プライバシー保護 

11/12 事故発生・再発防止策 

12/10 感染症等の予防・蔓延防止 

1/14 医学的知識と応急処置 

2/18 認知症 

3/17 資金収支状況・事業所内課題分析／令和 7年度振返り 

  

外部研修報告 

・訪問介護サービス提供責任者初任者研修（9/13、9/20、10/11、10/18） 

 

 

 

 

ホームヘルパーステーション東雲（障害者自立支援・居宅介護） 事業実績報告 

 令和元年 11 月 2 日以降、稼働実績は無い。事業所としては、ヘルパーステーション東雲と兼任業務

となるため、対応可能な曜日・時間帯を相談支援事業所へ案内し利用者の獲得に努める。 

 

令和 7年度利用実績 なし 

 障害者自立支援 ※令和元年 11月 2日を最後にサービス利用終了。 
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ケアプランセンター東雲 事業実績報告 

本年度も、市町村が主催する連絡会、各職能団体が主催する勉強会、事例検討会、研修へ積極的に参

加し、近隣の包括支援センターや医療機関からの新規対応を積極的に行った。 

令和 7 年度は年間を通じて担当件数が安定し、事業収入の目標を達成することができた。3 名の担当

件数が均等になったことや、困難事例も含めて 3 名で対応できる力がついてきていることが要因として

挙げられる。 

令和 8 年度も引き続き、特定事業所として支援困難ケースへの積極的な対応や、専門性の高い人材の

確保、質の高いケアマネジメントを実施し、地域におけるケアマネジメントの質の向上に資することが

できるよう、職員一人ひとりが自己研鑽し、地域とつながり、選ばれる事業所となることを目指す。 

 

 

 

令和 7年度 利用者実績 目標担当件数  105件（1人辺り 35件） 

平均担当件数 105.9件（1人辺り 35.3件） 

 要介護 1 2 3 4 5 合計 要支援 
担当 

件数 

4月 44件 25件 14件 5件 6件 94件 24件 106件 

5月 42件 21件 14件 8件 6件 91件 22件 102件 

6月 41件 22件 12件 9件 5件 89件 24件 101件 

7月 41件 20件 10件 7件 5件 83件 24件 95件 

8月 37件 23件 11件 8件 6件 85件 19件 94.5件 

9月 38件 24件 10件 10件 6件 88件 22件 99件 

１０月 39件 25件 14件 11件 5件 94件 25件 106.5件 

１１月 43件 25件 11件 10件 4件 93件 21件 103.5件 

１２月 46件 25件 17件 13件 4件 105件 24件 117件 

１月 43件 26件 12件 11件 4件 96件 19件 105.5件 

２月 52件 31件 13件 14件 4件 114件 20件 124件 

３月 51件 28件 13件 12件 3件 107件 19件 116.5件 

（要支援認定者は 2名で 1件とする） 
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会議・研修等受講報告  

受講月日 研修名 実施主体 

6/26 高齢者虐待対応基礎研修 宮城県ケアマネジャー協会 

8/22 

8/26 

認知症と共に生きる  

地域福祉活動計画に向けた地域福祉

座談会 

七ヶ浜町長寿社会課 

塩釜市社会福祉協議会 

 

10/9 地域福祉権利擁護に関する役割 サポネットみやぎ 

11/21 

 

11/27 

塩釜市介護予防のための地域ケア個

別会議 

多職種勉強会 

塩釜市福祉子ども未来部高齢福祉課 

 

宮城県ケアマネジャー協会 

2/11 

2/13 

2/21 

2/26 

 

難病患者支援者研修会 

在宅医療・介護連携推進研修会 

ケアマネジメント実践事例発表会 

塩釜市介護予防のための地域ケア個

別会議 

宮城県塩釜保健所 

宮城県塩釜医師会 

宮城県ケアマネジャー協会 

塩釜市福祉子ども未来部高齢福祉課 

 

3/11 難病患者支援者研修会 宮城県塩釜保健所 

 令和 7年度居宅介護支援事業所巡回相談（実施主体：塩釜市） 

1/15 塩釜市北部 2地区地域包括支援センター           

塩釜市北部 2地区地域包括支援センター主催 介護従事者合同勉強会 

 5/23 塩釜市における総合事業に関する報酬算定に関する考え方等について 

 7/11 塩釜市北部 2地区地域介護支援専門員事例検討会 

     急な変化に備えたケアマネジャーの関わり方 

     難病（パーキンソン）の事例を通して考える 

 9/19 塩釜市北部 2地区地域介護支援専門員事例検討会 

     認知症のご夫婦、親族の協力なし。その時ケアマネはどう動く？ 

11/14 塩釜市北部 2地区地域介護支援専門員事例検討会 

     介護現場におけるお客様からのハラスメントへの対応 

1/23 塩釜市北部 2地区地域介護支援専門員事例検討会 

    在宅利用者におけるネグレクトのケース 

塩釜市北部 2地区地域包括支援センター主催 楓町カフェ（認知症カフェ） 

 4/21 高齢者の施設について 

 6/16 災害に備えて 

 7/14 認知症サポーター養成講座 

 9/8  フリートーク（お茶っこのみ） 

 11/17 童謡コーラス・脳トレ 

 1/19 人生 100歳時代 

 3/9  認知症について 

塩釜市北部 1地区地域包括支援センダー主催 事業所連絡会 

 4/22、6/24、8/26、10/28、12/23、2/24 
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七ヶ浜町地域包括支援センター主催 ケアマネジャー等連絡会 

 5/17、7/18、10/15、11/21、1/16、3/13 

多賀城市主催 ケアマネジャー連絡会議 

 6/25、9/22、1/30 

他法人と協同での事例を扱った勉強会・研修（萩の里介護支援センター、アークケア清楽苑） 

 6/12、10/8、2/12 

毎月 1日  事業所内ミーティング・研修 

毎週木曜日 事業所内情報伝達会議 

 

 

 

 

 

サービス付き高齢者向け住宅東雲 事業実績報告 

本年度も感染症対策を実施しながら、稼働率の向上に重点を置いた一年となった。施設入所や長期入

院が続き、5 月度においては稼働率が 90％以下に低迷した。新規入居者獲得のため、随時空室情報を発

信し、関係機関への営業に加えオンライン見学への対応を行ったが、入居者紹介事業者を介しての相談

が多かった。12月度より稼働率も安定したが、ホームページの活用や情報発信の方法に課題が残った。 

令和 8 年度も稼働率の維持・向上のため、速やかな入退去を実施するとともに、入居される方がプラ

イバシー保護のもとで快適な個別生活を送ることができるよう対応していく。 

 

令和７年度利用実績 

 全 30室 目標稼働率 93.3％ 平均稼働率 91.1％ 

月 稼働居室数 稼働率 月 稼働居室数 稼働率 

４月 27/30室 90.0％ １０月 27/30室 90.0％ 

５月 25/30室 83.3％ １１月 27/30室 90.0％ 

６月 27/30室 90.0％ １２月 28/30室 93.3％ 

７月 26/30室 86.7％  １月 29/30室 96.7％ 

８月 28/30室 93.3％  ２月 28/30室 93.3％ 

９月 28/30室 93.3％  ３月 28/30室 93.3％ 

 行事開催状況 

   4/11 漏電検査              5/20、11/21 消防機器点検   

6/23 高圧設備機器更新工事      8/18 塩釜消防署 立入検査 

5/20、 3/11 消防訓練実施       2/3  エレベーター年次点検 
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やまとみらい八乙女保育園 事業実績報告 

令和 7年度は 0歳児 3名、1歳児 7名、2歳児 8名、計 18名でスタートした。5月半ばには 0歳児が 1名

加わり、19名の定員が埋まった。12月および 1月に 2歳児が各 1名、家庭の事情により退園・転園となったが、

1 年を通して在籍数が安定した運営が行えた。保護者からも、丁寧に子どもたちに向き合う保育環境について良

い評価をいただくことができた。 

一方で、新年度スタートからほぼ定員が埋まるという初めての状況に不安を感じる職員がおり、保育に影響が

出た。本来の保育士の重要な役割を再確認し、チーム体制をしっかりと整え直して 1 年を過ごすことができたが、

ピンチを切り抜ける発信ができるリーダー育成が今後の課題である。 

情報発信としてのインスタグラムは日常の遊ぶ姿を中心に行ったが、入園や見学に関する情報発信ができず、

次年度に向けて積極的な動きに欠けた点は反省である。 

今後も園児と保護者が安心して過ごせるよう保育環境を大切にし、小規模保育園の良さを発信していきたい。 

 

 

 

 

 

［令和７年度利用実績］ 定員 19名 

    月 
入園児数（一時預かり利用数） 退園児数 

合計 
0歳児 1歳児 2歳児 0歳児 1歳児 2歳児 

4月 3 7 8 0 0 0 18名 

5月 3 7 8 0 0 0 18名 

6月 4 7 8 0 0 0 19名 

7月 4 7 8 0 0 0 19名 

8月 4 7 8 0 0 0 19名 

9月 4 7 8 0 0 0 19名 

10月 4 7 8 0 0 0 19名 

11月 4 7 8 0 0 0 19名 

12月 4 7 7 0 0 1 18名 

1月 4 7 6 0 0 1 17名 

2月 4 7 6 0 0 0 17名 

3月 4 7 6 0 0 0 17名 
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［各種会議開催状況］ 

保育園全体の連携および各職種間の連携のため、次の会議を開催し、業務の改善を図った。 

会議名 議題 開催日 構成メンバー 

職員会議 

保育・個別状況報告、 

行事反省、次月予定、 

課題提起・検討、 

情報・意識の共有 

4/7 5/9 6/6 7/2 8/7 

9/2 10/6 11/6 12/4 1/8 

2/10 3/6 

園長、保育士、 

保育従事者、 

栄養士、調理員 

 

クラス会議 

 

週の活動計画 

月の活動計画 

課題提起、検討 

週計画…毎週金曜日 

月の計画…毎月末 1回 
保育士 

給食会議 
現状報告、情報連絡、  

課題提起・検討 

4/15 5/20 6/11 7/15 

8/28 9/8 11/11 12/15 

1/13 2/18 3/23 

園長、保育士、 

栄養士、調理員 

 

 

 

［各種外部会議・行政主催研修・各種セミナー等参加状況］ 

保育のスキルアップや情報交換、小規模保育制度の理解を深めるため、以下の研修等に参加した。 

開催日 名称 参加者 主催者 

5/15 施設長研修 園長 仙台市こども未来局 

8/7 栄養士研修 保育士 仙台市こども未来局 

8/21 リーダー的保育士研修 保育士 仙台市こども未来局 

8/26 特別支援保育研修 保育士 仙台市こども未来局 

9/9 施設長研修 保育士 仙台市こども未来局 

10/2 カウンセリング研修 保育士 仙台市こども未来局 

10/15、

30 
乳児保育研修 保育士 仙台市こども未来局 

11/1～ キャリアアップ研修（各分野） 保育士 保育のアドバンス 
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年間行事 

月 日 内容 

4 

24 園児健康診断 

24 進級・入園お祝い会 

25 避難訓練及び消火訓練 

5 

15 避難訓練及び消火訓練 

21 防犯訓練 

22 クラス懇談会・0歳児 

28 クラス懇談会・1歳児 

6  
 4 クラス懇談会・2歳児 

12 避難訓練及び消火訓練 

7 
 7 七夕会 

12 避難訓練及び消火訓練 

8 
 5 夏祭り 

22 避難訓練及び消火訓練 

9 
 4 避難訓練及び消火訓練 

20 親子ふれあい運動会 

10 

 8 芋煮会 

17 避難訓練及び消火訓練 

17 園児健康診断 

31 ハロウィン 

11 

 

 6 防犯訓練 

12 避難訓練及び消火訓練 

12 
 5 避難訓練及び消火訓練 

24 クリスマス会 

1 

16 避難訓練及び消火訓練 

27 クラス懇談会・0歳児 

29 クラス懇談会・1歳児 

2 

 2 豆まき会 

 6 クラス懇談会・2歳児 

20 避難訓練及び消火訓練 

3 

 3 ひな祭り会 

14 卒園式（そら組） 

18 パン屋さんへ買い物（そら組） 

24 避難訓練及び消火訓練 

27 ポーリー氏家さんマジックショー 
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やまとみらい南光台東保育園 事業実績報告 

令和 7 年度は、定員 60 名に対し 65 名でスタートした。その後、11 月に 2 歳児 1 名が退園し、後期は園児

数 64名での運営となった。 

園児と職員の定着を重点目標に掲げ、「働きやすい職場環境」の取り組みを進めた。職員アンケートを実施し、

それを基に業務負担の調整や、ゆとりある保育に取り組むためにはどのような改善が必要かを各々で考える機会

を設けた。園の課題として保育士全員で改善に取り組み、働きやすい職場環境の整備を進めることで、職員の定

着につなげた。 

開園から 6 年が経過し、近隣住民の入園希望や園見学者が増加している。地域に根差した「地域の保育園」

としての役割が明確になり、地域からの信頼と期待が高まった一年となった。 

今後は地域との交流も取り入れながら、さらに「地域に根差す保育」に取り組んでいく。 

 

［令和７年度利用実績］  定員６０名 （合計人数は各月 1日付人数） 

月 
入  園  児  数 退園児 

（入） 
合計 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 

4月 6 12 12 13 12 10 0 65名 

5月 6 12 12 13 12 10 0 65名 

6月 6 12 12 13 12 10 0 65名 

7月 6 12 12 13 12 10 0 65名 

8月 6 12 12 13 12 10 0 65名 

9月 6 12 12 13 12 10 0 65名 

１０月 6 12 12 13 12 10 0 65名 

１１月 6 11 12 13 12 10 1 64名 

１２月 6 11 12 13 12 10 0 64名 

1月 6 11 12 13 12 10 0 64名 

2月 6 11 12 13 12 10 0 64名 

3月 6 11 12 13 12 10 0 64名 

 

 

 

［各種会議開催状況］ 

保育園全体の連携および各職種間の連携のため、次の会議を開催し、業務の改善を図った。 

会議名 議題 開催日 構成メンバー 

職員会議 

保育現状報告 

意識の共有 

行事計画・反省 

課題提起・検討 

4/25 5/21 6/25 7/24 

8/27 9/22 10/24 11/26 

12/23 1/23 2/26 3/26 

園長、主任、 

保育士、栄養士 

 

以上児・未満児

ミーティング 

現状把握・共有 

課題提起・検討 

指導計画・反省 

個別指導計画・反省 

行事計画・反省 

※随時開催 各クラス担任 
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給食会議 

現状報告・食育計画 

情報連絡 

課題提起・検討 

4/15 5/16 6/27 7/18 

8/20 9/26 10/23 11/25 

12/22 1/20 2/20 3/23 

園長、主任、 

栄養士、リーダー 

各クラスの代表 

 

 

［各種外部会議・行政主催研修参加状況］ 

保育のスキルアップや情報交換、保育制度の理解を深めるため、以下の研修等に参加した。 

研修日 名称 参加者 主催者 

5/16 園長研修 園長 仙台市保育所連合会 

5/30 乳児保育研修 保育士 仙台市保育所連合会 

7/3 乳児保育研修会 保育士 仙台市保育所連合会 

7/15 栄養士研修 栄養士 仙台市保育所連合会 

7/16 中堅保育士研修 保育士 仙台市保育所連合会 

7/25 特別支援研修 保育士 仙台市保育所連合会 

8/19 給食担当者研修 調理員 仙台市保育所連合会 

8/22 主任保育士研修会 主任 仙台市保育所連合会 

9/12 園長研修 園長 仙台市保育所連合会 

9/18 アーチル研修会 保育士 こども若者局 

9/5 主任保育士研修 主任 宮城県子ども総合 

10/20 主任保育士研修 主任 仙台市保育所連合会 

11/8 講演会 保育士 仙台市市立保育園 

11/17 幼児教育研修 保育士 仙台市私立保育園 

12/2 幼児教育研修 保育士 仙台市私立保育園 

12/17 幼児教育研修 保育士 泉区保健福祉センタ 

11/16 講演会 保育士 仙台市保育所連合会 

11/18、

12/5、19 
公開研究参加 保育士 付属幼稚園 

11/12 嘔吐処理研修 保育士 保険福祉センター 

オンデマンド

研修 
キャリアアップ研修 保育士 ポピンズ 

オンデマンド

研修 
キャリアアップ研修 保育士 保育のデザイン 

1/8 中堅保育士研修会 保育士 仙台市私保協 

 

 

 

［園内研修会］ 

実施月 研 修 名 対象者 担当 

４月 
・新年度の目標について 

・秘密保持周知/個人情報の取り扱い/虐待防止 
保育士 園長 

4月 AED・救命救急研修 保育士・調理員 リコージャパン 

11月 嘔吐処理研修 保育士 スーパーバイザー 

不定期 研修報告 保育士 研修参加者 
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［令和 7年度 年間行事］ 

月 日 内容 

4 

15 避難訓練＆消火訓練 

9 園児健康診断 

22 進級・入園おめでとうの会（フォトコーナー：1 ヶ月） 

5 

13 避難訓練＆消火訓練 

14 ★4・５歳児親子遠足 

27 防犯訓練 

6 

5 ★懇談会きりん組 

6 ★懇談会ひつじ組 

11 ★懇談会うさぎ組 

17 ★懇談会りす・らいおん組 

31 歯科健診 

7 

7 七夕誕生会 

8 避難訓練＆消火訓練 

26 ★夏祭り 

8 5 避難訓練&消火訓練 

9 

17 敬老の日（抱優館南光台東へ歌のプレゼント） 

26 誕生会 

17 総合避難訓練＆消火訓練（消防署・宮城ノーミ協力） 

10 

18 ★運動会  

31 ハロウィン 

23 園児健康診断 

28 避難訓練＆消火訓練 

11 
27 総合防犯訓練（警察署協力） 

30 避難訓練＆消火訓練 

12 
18 クリスマス会 

11 避難訓練＆消火訓練 

1 

  

16 ★保育参観・懇談会きりん組 

20 ★保育参観・懇談会りす・らいおん組 

21 ★保育参観・懇談会こあら組 

28 ★保育参観・懇談会ひつじ組 

7 避難訓練＆消火訓練 

2 
3 豆まき会 

2 避難訓練＆消火訓練 

3 

3 ひな祭り誕生会 

26 避難訓練＆消火訓練 

14 卒園式 

27 お別れ会 

★印は、保護者参加の行事 
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［カリキュラム実施］ 

０歳児 音楽リズム・英語 

１歳児 音楽リズム・英語 

２歳児 音楽リズム・英語 

３歳児 音楽リズム・体操・英語 

４歳児 体操・英語・かがくタイム 

５歳児 体操・英語・かがくタイム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オルタ八乙女［自立訓練(生活訓練)・就労移行支援・就労定着支援］ 事業実績報告書 

令和 7 年度も継続して訓練プログラムの見直し、関係機関との連携、訪問、法人内の連携、機関誌の

発行などに取り組み、目標としていた事業収入も達成することができた。開所以降、達成できていなか

った事業収支についても、赤字から黒字化へ転換することができた。 

就労支援についても、定員数の 5 割以上の就職者と就労定着者の実績を出すことができた。就職後も

高い定着率を継続することができている。自立訓練（生活訓練）からの就職実績も出すことができてい

る。 

課題として、就職に伴う利用終了者と新規利用者の安定したサイクルが年度後半からは難しくなり、

就労移行支援については 1 日平均利用人数が減少している。次年度については、高い就労実績を維持し

つつ、自立訓練（生活訓練）からのステップアップ、関係機関との連携、活動の発信を継続し、利用サ

イクルの安定化を目指していく。職員の業務量についても、業務効率化、役割分担、増員などの働く環

境づくりが十分ではないため、引き続き取り組んでいく。 

今後も自立訓練（生活訓練）と就労移行支援における支援内容の連携とプログラムの充実化を図り、

就労定着の実績継続、法人内連携等を進め、多様化するニーズへ対応し、利用される方や地域に必要と

されるサービスや事業内容の検討を行い、職員も安心して働けるよう、安定した事業運営を目指して業

務に努めていく。 
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[令和７年度利用実績] 

自立訓練 定員 10名 

目標：1日平均利用 5.5名 / 実績：１日平均利用 6.1名 / 就労実績 1名 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

開所日 21 21 22 22 21 21 23 19 21 20 19 21 

契約者 6 7 7 7 7 7 7 7 8 8 10 10 

延べ利用者 115 112 129 137 105 120 133 99 124 133 145 167 

1日平均利用 5.5 5.3 5.9 6.2 5.0 5.7 5.8 5.2 5.9 6.7 7.6 8.0 

同行/訪問支援 6 3 2  2 1 6 6 3 1 4 3 

職場体験/実習 3 1   5 5 3 4 1  2 1 

支援会議  1 2   1   1  1 3 

見学者   1    2  1    

体験者 2   1    2  1   

新規契約 1 2     1  1  2  

自(就労移行)         1  2  

他(支援機関) 1 2     1      

利用終了者  1    1     2 1 

(企業就職者)            1 

自(就労移行)      1     2  

他(支援機関)  1           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                         

34 

就労移行支援 定員 10名 

目標：1日平均利用 10名 / 実績：1日平均利用 9.6名 / 就労実績 7名 / 就労定着実績 5名 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

開所日 21 21 22 22 21 21 23 19 21 20 19 21 

契約者 14 13 13 13 12 13 14 11 9 10 6 6 

就労アセス   1 1 4 12 6 8 2 2   

延べ利用者 248 243 266 267 215 234 272 185 159 153 67 117 

1日平均利用 11.8 11.6 12.1 12.1 10.2 11.1 11.8 9.7 7.6 7.7 3.5 5.6 

同行/訪問支援 22 12 8 6 5 9 12 17 7 11 6 8 

職場体験/実習 10 17 26 4 8 10  15 2 6 9  

支援会議 1 3 2 1 1 1 4 1 2 3 3 3 

見学者 2 5   1 2 3  1 2   

体験者 1  1   3  2  1   

新規契約 3     1 1   2  2 

自(生活訓練)       1     2 

他(支援機関) 3     1    2   

利用終了者 1   1   3 2 2 4 2  

(企業就職者) 1      3  1 1 1  

自(生活訓練)        1 1 2 1  

他(支援機関)    1    1  1   

就労定着者 

(6ヶ月以上) 
 1 1   1 2      

連絡支援 8 5 22 18 14 20 5 13 19 7 5 3 

面談/訪問支援 7 3 2 6 4 5 1 1 5 3 5 5 

行事  1 1      1 1 1  

 

 

 

就労定着支援 定員なし 

目標：契約利用者月平均 12.7名 / 実績：契約利用者月平均 12.1名 / 年度内離職者なし 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

契約者 13 14 13 13 12 11 12 12 12 13 13 13 

延べ定着支援 28 31 42 49 61 51 34 43 54 68 89 71 

(訪問/同行) 6 5 7 10 8 11 8 7 8 8 10 11 

(面談) 9 10 6 4 5 5 4 5 8 5 7 7 

(行事/訓練)  3  2 1  5  2 4 3  

(連絡対応) 13 12 27 33 45 34 17 30 33 50 69 52 

(支援会議)  1 2  2 1  1 3 1  1 

新規契約  1    1 1   1   

利用終了者  1    1      3 

(期間満了)  1   1 1      3 

(期間内終了)    1         
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[各種会議開催状況] 

外部会議・研修 

日 時 研 修 内 容 主  催 

4/22～5/12 宮城県高次脳機能障害養成研修基礎編(オンデマンド) 宮城県リハビリテーション支援センター 

5/21 泉区自立支援協議会第 1回実務者ネットワーク会議 泉区自立支援協議会 

5/27 精神保健福祉基礎講座(初任者研修・前期) 仙台市精神保健福祉総合センター 

5/30 就労移行支援事業所等連絡会議(第 1回) 仙台市障害者就労支援センター 

5/30 宮城県高次脳機能障害養成研修 基礎演習編 宮城県リハビリテーション支援センター 

6/13 仙台市障害者雇用促進セミナー(第 1回) 仙台市障害者就労支援センター 

6/17～7/7 宮城県高次脳機能障害養成研修 実践編(オンデマンド) 宮城県リハビリテーション支援センター 

6/19 第 20回仙精連大運動会実行委員会 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

6/27 就労移行支援事業所等連絡会議(第 2回) 仙台市障害者就労支援センター 

6/28～29 障害者施設職員基礎研修会(オンライン) 
公益財団法人 日本障害者リハビリテー
ション協会 全国障害者総合福祉センタ
ー（戸山サンライズ） 

7/3 一般社団法人宮城就業支援ネットワーク研修会 一般社団法人宮城就業支援ネットワーク 

7/25 仙台市障害者雇用促進セミナー(第 2回) 仙台市障害者就労支援センター 

7/26 宮城県高次脳機能障害養成研修 実践編演習 宮城県リハビリテーション支援センター 

7/31 精神保健福祉スキルアップ研修 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

8/19 泉区自立支援協議会第 2回実務者ネットワーク会議 泉区自立支援協議会 

8/21 第 20回仙連大運動会実行委員会 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

8/22 
ふれあいワークフェア・障害者就職面接会対策講座(講

義編) 
仙台市障害者就労支援センター 

8/30～8/31 
令和 7 年度宮城県・仙台市障害者ピアサポート研修(基

礎研修) 
一般社団法人アート・インクルージョン 

8/30～8/31 第 74期 JC-NET ジョブコーチ養成研修(オンライン) NPO法人ジョブコーチ・ネットワーク 

9/19 宮城県障害者虐待防止研修(オンライン) 社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 

9/25 第 20回仙連大運動会実行委員会 仙台市精神保健福祉団体連絡協議会 

10/4～10/5 
令和 7 年度宮城県・仙台市障害者ピアサポート研修(専

門研修) 
一般社団法人アート・インクルージョン 

10/11～

10/14 
第 74期 JC-NET ジョブコーチ養成研修 NPO法人ジョブコーチ・ネットワーク 

11/5 令和 7年度てんかん研修(オンライン) 東北大学病院てんかんセンター 

11/18 泉区自立支援協議会第 3回実務者ネットワーク会議 泉区自立支援協議会 

1/8 令和 7年度宮城県障害者虐待防止・権利擁護研修 宮城県 

1/27 宮城県高次脳機能障害支援養成研修修了者対象研修会 仙台市障害者総合支援センター 

2/21 就労選択支援養成研修 厚生労働省 

3/10 一般社団法人宮城就業支援ネットワーク研修会 一般社団法人宮城就業支援ネットワーク 

3/12 就労選択支援養成研修成果報告会 厚生労働省 

3/17 泉区自立支援協議会第 4回実務者ネットワーク会議 泉区自立支援協議会 

3/19 スキルアップ研修(ボッチャ) (オンライン) 宮城県障害者総合体育センター 

3/21～3/22 令和 7年度宮城県・仙台市障害者ピアサポート研修 一般社団法人アート・インクルージョン 
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内部会議 

会議名 議 題 開催日 構成メンバー 

ケース共有 
・訓練状況、利用者の情報共有および対応の検討 

・業務連絡、翌日の予定の確認 

毎日 

17:00～17:30 
職員 

職員会議 

・カリキュラム調整、運営、役割分担、日程調整 

・支援方法、情報、意識の摺合せ 

第 1（水）  

15:00～16:00 

職員 

・個別支援計画、ケース検討 
最終（水） 

13:30～15:30 

 

法定研修 

会議名 内容 開催日 構成メンバー 

虐待防止 

身体拘束適正化

委員会 

・虐待防止対応要網、虐待対応窓口、フローチャー

ト、セルフチェックリスト、研修資料等の確認 

・身体拘束適正化マニュアル、対応フロー、3 要件等

の確認 

4/24 職員 

業務継続(BCP)研

修 

・感染症、自然災害の BCPマニュアルの確認 

・手洗い、感染症時の対応確認、必要物の確認 
5/29 職員 

体調衛生管理 

食中毒予防研修 

・体調・衛星マニュアルの確認、てんかん対応の見直

し、休日開所での調理対応、衛生面の確認 
7/24 職員 

体調衛生管理 

食中毒予防研修 
・手洗い、感染症時の対応確認 12/25 職員 

体調衛生管理 

食中毒予防研修 
・手洗い、感染症時の対応確認 2/26 職員 

 

内部研修 

会議名 内容 開催日 構成メンバー 

消防訓練 ・防災講座、消化訓練、避難訓練 10/15 
訓練生 

職員 

消防訓練 ・防災講座、消火訓練、避難訓練 3/31 
訓練生 

職員 
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ワインフォレスト七ツ森 事業実績報告 

ワインフォレスト七ツ森は事業開始から 6年 6か月が経過した。令和 7年 4月に仙台市青葉区川平へ

事業所を移転し、事業を実施してきた。 

昨年度末に 1 名の方が一般就労開始となり、令和 7 年 4 月は 25 名でのスタートとなった。年度途中、

諸般の事情により 3 名の方が退所されたが、各相談支援事業所と連携し、令和 7 年度は新規契約者が 3

名あり、そのうち 3 名とも定着し現在も利用を継続されており、令和 8 年 3 月末時点で 25 名の利用者

が在籍している。利用者のニーズに応える観点から、年間稼働日数を 307 日に大幅に増やし、土曜日、

祝日、ゴールデンウイーク、お盆、年末年始など、働きたい方への対応に力を入れた。また、当事業所

の取り組みに興味を持っていただいている支援学校・相談支援事業所から多数の実習生の受入れを行い、

新規利用に向けての足がかりを構築した。 

就労支援事業では、自主事業として薪や炭の製造・販売などの作業を利用者に提供してきた。また、

法人内施設での清掃作業・施設整備作業、他医療法人での受託清掃作業、事業所内では日中活動の場と

して利用者個々のニーズに沿った所内での軽作業を継続するなど、利用者の障害特性に応じて作業の選

択肢の拡大につなげることができた。 

一般就労を目標に掲げ利用されている方には、能力開発の観点を重視しながらも具体的な職種や職業

などの検討を行い、令和 8 年 3 月には 3 名の方がそれぞれの希望に沿って一般就労につなげることがで

きた。また、当事業所を日中活動の場として捉え利用されている方も半数程度おられ、今後、利用者の

登録数や委託業務が増える中で、職員一人ひとりのスキルや利用者それぞれの特性に合わせた支援体制

を整えることが一層必要となる。全ての利用者に対して職員全員が支援の目標を共有し、支援スキルや

知識の向上を図っていく。 

 

［令和 7年度利用実績］  定員 20名 

 

（1）利用登録者数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

25 25 24 25 25 25 25 25 24 25 25 25 

 

（2）地区別登録者数 

大和町 大郷町 富谷市 仙台市 合計 

11 2 4 8 25 

 

（3）サービス区分毎年齢別登録者数 

15~19歳 20~29歳 30~39歳 40~49歳 50歳~ 合計 

0 10 3   3 9 25 
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（4）利用者稼働状況  

総稼働日数 307日（前年度比 ＋19日） / 総利用者数 4,395名（前年度比 ＋247） 

給付費収入 53,967（千円） / 工賃支給額 6,664（千円） 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

最大利用日数/月 26 26 25 27 25 26 27 25 26 24 24 26 

   延利用者数 347 365 359 394 356 371 400 344 369 363 333 394 

1日平均利用者数 13.3 14.0 14.3 14.5 14.2 14.2 14.8 13.7 14.1 15.1 13.8 15.1 

 

 

 

[各種会議開催状況] 

 

内部会議 

会議名 議 題 開催日 構成メンバー 

運営会議 
収支報告、当月の予定、事業計画に対する進捗の 

報告、施設運営の情報連絡 
毎月 1回 

理事長、本部職員、

フォレスト職員 

ケース共有 
・支援状況、利用者の情報共有および対応の検討 

・業務連絡、翌週の予定の確認 
毎月 1回 全職員 

職員会議 

・当月（翌月）の予定の確認 

・各種業務の調整、運営、役割分担等 

・ケース検討（随時） 

・工賃の確認と検討（3ヶ月に 1回） 

・支援方法、情報、意識の摺合せ 

 

毎月 1回 

 

全職員 

 

 

[行事開催状況] 

 ・利用者昼食会         令和 7年 6月、9月、12月、令和 8年 2月 年間 4回 

 ・バーベキュー大会・芋煮会   令和 7年 10月  

 ・利用者慰労会・送別会     令和 8年 3月  
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事業報告の付属明細書 

 

令和７年度の事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当する事項はありません。 

 

社会福祉法やまとみらい福祉会 

理事長 早坂 了悦    

 


